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遺
棄
化
学
兵
器
処
理
に
係
わ
る
調
査
研
究
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

旧
日
本
軍
が
中
国
で
遺
棄
し
た
化
学
兵
器
の
処
理
事
業
（
以
下
、
「
遺
棄
化
学
兵
器
処
理
事
業
」
と
い
う
。
）
に
つ
い

て
、
現
在
処
理
技
術
の
調
査
研
究
を
外
務
省
の
外
郭
財
団
で
あ
る
日
本
国
際
問
題
研
究
所
（
以
下
、
「
国
問
研
」
と
い

う
。
）
が
主
に
担
当
し
て
い
る
と
承
知
す
る
が
、
な
ぜ
「
国
問
研
」
が
「
遺
棄
化
学
兵
器
処
理
事
業
」
の
処
理
技
術
の
調
査

研
究
を
担
当
す
る
に
至
っ
た
の
か
、
そ
の
経
緯
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

「
国
問
研
」
は
い
つ
か
ら
「
遺
棄
化
学
兵
器
処
理
事
業
」
の
処
理
技
術
の
調
査
研
究
を
担
当
し
て
い
る
か
。
一
九
九
九

年
、
外
務
省
主
導
で
内
閣
府
に
「
遺
棄
化
学
兵
器
処
理
事
業
」
の
担
当
室
が
設
置
さ
れ
た
と
承
知
す
る
が
、
そ
の
当
時
か
ら

か
。

三

外
務
省
は
「
国
問
研
」
に
対
し
て
便
宜
供
与
を
行
っ
て
い
る
か
。
行
っ
て
い
る
の
な
ら
ば
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
便
宜

供
与
を
行
っ
て
い
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

外
務
省
は
「
国
問
研
」
に
対
し
て
資
金
援
助
を
行
っ
て
い
る
か
。
行
っ
て
い
る
の
な
ら
ば
、
過
去
十
年
に
つ
き
、
年
度
ご

と
の
資
金
援
助
額
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

「
遺
棄
化
学
兵
器
処
理
事
業
」
の
調
査
研
究
に
つ
い
て
は
、
五
年
間
で
計
百
七
十
億
円
超
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
と

一



承
知
す
る
が
、
右
の
予
算
額
の
内
、
「
国
問
研
」
が
担
当
し
て
い
る
調
査
研
究
活
動
へ
の
報
酬
と
し
て
支
払
わ
れ
る
金
額
は

い
く
ら
に
な
る
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

六

「
国
問
研
」
以
外
に
、
「
遺
棄
化
学
兵
器
処
理
事
業
」
の
処
理
技
術
の
調
査
研
究
を
担
当
し
て
い
た
団
体
は
あ
る
か
。

七

「
国
問
研
」
に
天
下
っ
て
い
る
外
務
省
関
係
者
は
い
る
か
。
い
る
の
な
ら
ば
、
過
去
十
年
に
つ
き
、
年
度
ご
と
の
天
下
り

人
数
及
び
天
下
っ
た
者
の
氏
名
並
び
に
退
職
前
の
役
職
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

八

防
衛
庁
（
現
防
衛
省
）
が
担
当
し
た
、
福
岡
県
苅
田
町
の
海
底
で
見
つ
か
っ
た
旧
日
本
軍
の
遺
棄
化
学
兵
器
の
処
理
事
業

（
以
下
、
「
苅
田
町
の
遺
棄
化
学
兵
器
処
理
事
業
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
公
募
入
札
を
経
て
民
間
の
研
究
機
関
で
あ
る

安
全
保
障
研
究
所
（
以
下
、
「
安
保
研
」
と
い
う
。
）
に
調
査
研
究
が
委
託
さ
れ
て
い
る
と
承
知
す
る
が
、
当
時
の
入
札
価

格
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

九

防
衛
庁
ま
た
は
防
衛
省
よ
り
「
安
保
研
」
に
対
し
て
資
金
援
助
は
さ
れ
て
い
る
か
。
さ
れ
て
い
る
の
な
ら
ば
、
年
度
ご
と

の
援
助
額
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

十

「
苅
田
町
の
遺
棄
化
学
兵
器
処
理
事
業
」
の
調
査
研
究
費
は
五
千
万
円
弱
で
あ
る
と
承
知
す
る
が
、
五
の
「
遺
棄
化
学
兵

器
処
理
事
業
」
の
調
査
研
究
費
が
五
年
間
で
百
七
十
億
円
超
で
あ
る
こ
と
と
比
較
す
る
と
、
国
内
外
ま
た
は
遺
棄
さ
れ
た
兵

二



器
の
数
量
の
違
い
等
を
考
慮
し
た
と
し
て
も
、
あ
ま
り
に
大
き
な
開
き
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
「
遺
棄
化
学
兵
器
処
理
事

業
」
の
調
査
研
究
に
百
七
十
億
円
超
も
の
予
算
が
計
上
さ
れ
た
根
拠
に
つ
き
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


